
 

 

                            プレート地震 7 

                       南海トラフに関する考察      
  

1. はじめに 

 1977 年に、石橋教授が南海トラフでの大地震の可能性を示唆して以来、日本中が大地震に対して

神経質になり大変な騒ぎを起こしたが、今、あれから、数十年が経とうとしている。が、この間に、

まったく予想もされていなかった 1995 年兵庫県南部地震による阪神淡路大震災があり、地震の短

期予測については、現状では困難とされたものの、「東海地震」だけは、その観測網の整備などが行

われ、ある条件のもとには予知できる可能性があるとされてきた。 

 東北大学の松澤陽氏によれば、その後の状況が次のように説明されている。1) 

 

しかしながら、2011 年東北地方太平洋沖地震と言う M9.0 の地震すら予知出来なかったことから、

様々な議論が巻き起こり、内閣府のワーキンググループは、2017 年に「東海地震も含めて地震予

知は困難」と言う報告書をまとめ、地震予知研究は大きな節目を迎えることになった。 

 

関西での大地震があったり、東北大震災があったりで、南海トラフの活動、とりわけ、駿河トラフ

とまで特定された東海地震のことはすっかり忘れられてしまったようだ。まだ、2030 年くらいまで

はその予測の範囲内にあるのかも知れないが、是非、地震学会では、何故予測された地震が来なか

ったかも議論をする、それだけの真理探求の熱意を期待したい。  

  

ここでは、先に日本海溝を中心にして発生している地震について、特にプレート地震のメカニズ

ムについて、地震の震源地を海溝からの距離という新しい尺度を設けて、プレートのぶつかり合い

により、どのような場所に歪が蓄積し易いと考えれば良いのかを検証して来た。その結果、従来、

ただ単に震源地の場所を特定するのではなく、震源地の場所と深さを総合的に把握することで、歪

の蓄積にある傾向があることがわかったので、同様な手法に従い、南海トラフといわれる、フィリ

ピンプレートとユーラシアプレートとの間のぶつかり合いについて、近年の地震について検証した。 

その結果、南海トラフに起因する地震についても、地震の震源地にある傾向が見られ、プレート

同士の衝突、滑り込みによる歪の発生にある種の

知見をあたえてくれるのではないかと期待される

ことがわかった。プレート同士のぶつかり合いと、

それにより発生するその歪の解放が地震という自

然現象につながっていると考えられるので、その

歪の蓄積状況をさらに詳しく調査することが重要

である。    

 

2. 南海トラフ付近での地震 

 南海トラフと呼ばれている海溝は、ユーラシア

プレートの下にフィリピンプレートがもぐり込

むような形になっている。しかしながら、伊豆

半島から房総半島の南方沖では、これに北米プ

レートも関わっており、より複雑な構成になっ

ている。さらに、気象庁が報告している地震 2) 

には、沖縄諸島で発生する地震もあり、これも、

このプレート同士の衝突に関係していると考え

られるので、ここでは、こうした地震について

も考察した。ここで取り上げた地震のデータは表-1の通りである。 

 

図-1 南海トラフ  

     ( 地震調査研究推進本部事務局による) 
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  表 1  南海トラフ付近での地震発生状況 

                     ( 2010 ～ 2016 ) 



 

 

これらの地震の発生場所を実際の日本の地図に合わせて示したものが、図-2である。 

 

 

ここで、注意すべきは、この図がモルワイデ図法で描かれていることです。メルカトル図法であれ

ば、方眼紙での表示（エクセルの数値をそのまま使用）が出来るが、ここでは、とりわけ東経につ

いて、モルワイデ図表で表示するために、方眼紙に換算した値をモルワイデ図法の上に表示してあ

ること。また、地図では沖縄地方がカットされているが、震源地はそのままこの表記法で示してあ

る。 

 

3. 南海トラフの位置 

 図-2 からも分かるように、南海トラフは西日本全体にわたっている。問題は、東西に広く分布し

ているだけでなく、その位置が西に行くに従い、北緯が下がり、九州の東方沖では、更に、北東

から南西へと位置を変化させている。ここでは、地震の震源地がこうしたトラフからどれだけ離

れているかを議論するのであるから、震源地とトラフとの距離をより正確に求めなければならな

い。そこで、精度と言う点においては若干の問題があるが、これらトラフの方向性を考慮し、

夫々の領域のトラフの位置を東経を変数として北緯で表現するようにした。図から南海トラフの

位置の東経、北緯を読み取り、東経の領域により北緯を推定する式を求めた。この様にして、表

現することにより、南海トラフから震源地までの距離を、北緯の差として表すことが出来る。 

 

  しかしながら、この様にして震源地のトラフからの距離を北緯の差として求めたにしても、プ

レートのぶつかり合いにより、フィリピンプレートがどの程度もぐり込んでいるかを考察するに

は、もぐりこんでいる方向をも考慮する必要がある。 

 

 

 

図-2 南海トラフ付近での地震 3) 

 



 

 

 

 

 

領域 東経 推定式 K E0 N0 C 

131.0 ～ 133.5  0.8 131.0 29.9   － 

133.5 ～ 136.0 
 

0.065 136.0 32.75   － 

136.0 ～ 138.5  

 

0.13 136.0 32.75   － 

138.5 ～ 142.5  0.35 139.0 35.1 0.15 

 

 

そこで本報告では、次のように仮定して、震源地からトラフまでの距離とした。具体的には、震源

地を通る経線とトラフの方向との角度を求め、その経線で求めた北緯の緯度差から、震源地のトラ

フからの最短距離を求める。その要点を図-3に示した。プロセスは次のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  表-2の式を用いて震源地の東経に従って、トラフの北緯を定める。 

②  これより、震源地とトラフの北緯の差が求まる。 

③  トラフの方角を基準にして、震源地の経線となす角度を求める。 

④  震源地の北緯の差は、緯度 1度当りの距離が知られている。 

⑤  これから、震源地とトラフとの最短距離が求まる。 

 

 以上のようにして、震源地のトラフまでの距離が求まるが、この距離をプレートの沈ずみ込んだ

方向の距離とした。震源地のトラフからの距離と、震源の深さが求まるので、沈み込みの地点かど

の程度離れた、どのような深さのところにプレートの沈み込みによる歪が溜まり、それが解放され

て地震が発生したかが分かる。 

 

4. 各地での地震の震源地の断面図 

 夫々の地震について上記のごとく求めた震源地の位置を南海トラフのもぐり込みの場所からの距

離で表し、震源地の深さとの関係を、断面図として表した。 

N = K×(E－E0) +  N0 

 

N = K×(E－E0) +  N0－ C 

表-2 南海トラフの位置の推定式 

 

図-3 震源地とトラフとの距離の求め方 

 

N = K×(E －E0)
3 
+ N0 

N = K×(E －E0)
3 
+ N0 



 

 

4.1 九州、沖縄諸島付近での地震 

 南海トラフは、九州東方沖で、その向きを変えてい

る。その方角を考慮し、日向灘を中心として九州地方

での地震、ならびに、奄美大島、沖縄諸島の地震も含

めて図-4 に示したような位置関係にあるものとし、震

源地とトラフとの距離を求めた。このようにして得ら

れた結果からこの地域でのプレートのもぐり込みを模

式化したものが図-5 である。ここで注目すべきは、こ

の領域における地震のうち、九州の日向灘、ならびに、

宮崎県沖、大隅半島近辺の地震は、その震源地がユー

ラシアプレートの中にあるのに対し、奄美大島近海、

沖縄諸島での地震の震源地がフィリピンプレート側に

あることである。そして、これらユーラシアブレート

の側にある地震の震源地は、フィリピンプレートがユ

ーラシアプレートの表層部の地殻層をかなり引きずり

こんでいると考えると、東北地方の地震について考察し

た結果と非常によく似ていることが分かる。フィリピン

プレートはユーラシアプレートの表層部を数十 km 程度

まで引きずり込んでいて、そこに歪が蓄積

される。この場所の位置は南海トラフから

も数十 km の距離にあり、九州の陸地の部

分にかかっている。つまり、陸地部分の震

源地の深いものは、このプレートのもぐり

込みによる歪の蓄積が原因で地震が起きて

いると考えるのが妥当と思われる。一方、

奄美大島、沖縄近海で発生している地震の

震源地が、ことごとく、フィリピンプレー

ト側に偏在していることである。政府機関

の公表している資料 図-6 の南西諸島海溝の

構造からここでは単純に図-4 に見られる南海トラフの向きをそのまま単純に延長しているためにこ

のような結果になったとも考えられるが、このことについては更に詳しい検討が必要である。 

 

ただし、この南海トラフ（奄美大島・沖縄付近では南西諸島海溝と呼ばれている。）の向きに問題が

あるとすれば、実際には、更に西側に移動しているものと考えられるので、この近海での地震の震

源地は更にフィリピンプレートよりに移動する。となればやはり、この辺りの地震は、震源はフィ

リピンプレート側にあるとするのが妥当であろう。 

 

4.2 四国、紀伊半島から遠州灘付近の地震について 

 これらの地方の太平洋沖に存在している南海トラフは、ほぼ同じ方向に走っていることから、 

地震の震源地と南海トラフとの距離を同一の手法に従って求めた。紀伊半島における地震は、和歌

山県北部でかなりの地震が発生しているが、南海トラフからの距離が比較的近いので、これらの地

震についても、その震源地の状況と南海トラフとの距離を尺度として考察した。この領域における

図-4 九州地方の南海トラフ 

 

図-5 九州・沖縄地方の地震の震源地 

   断面図 

 

図-6 南西諸島海溝 4) 

 



 

 

震源地の位置と南海トラフとの関係を図-7に示した。 

 

 この領域には、中央構造線が走っており、ここでの地震がどのような影響を及ぼしているかを考

慮する必要があるが、ここでは、この構造線よりも南側に震源地を持つ地震が、南海トラフのずれ

に伴い発生している地震として検討をした。ここでは南海トラフは、一直線とは行かないが、計算

を簡略化するために、震源地の経線と南海トラフとのなす角を図-7 からもとめ、これを基準にして、

トラフと震源地の距離を求めた。このようにして求めた震源地のトラフまで距離と地震の深度との

関係を図示したものが図-8である。 

 

 トラフから 100km以上離れた場所に

おいても、深度の深いところで地震が

発生していることを参考にして両プレ

ートの境界としたが、この図から、こ

の地域での地震がフィリピンプレート

の沈み込みによる歪の蓄積によるもの

であることが非常に良く説明できる。 

 地震の発生した地域が異なっていて

も、また、地震の発生が海洋であれ、

内陸であるにしても、これをトラフを

基準として震源地がトラフからどれ程

離れているか、そして、深度はどの程

度かを見ることにより、このようにプ

レートの歪の蓄積する場所が特定でき

るので、この地点でのプレートの動き

を推定することにより、地震の発生の

メカニズムの知見を得ることが出来る

し、こうして初めて、地震発生の予知

に手が付けられるのではないかと思う。 

 

 また、中央構造線についても、これ

が南海トラフと並行して走っているの

は、これが、太古の時代のプレートの

沈み込みのラインであり、これが押し

上げられて、現状のような形になった

としても決して不思議ではない。大変

興味ある地形だ。 

 

 

 

 

 

 

4.3 伊豆半島、相模沖、そして、東京湾近辺の地震 

 関東大震災以来、この地域では、大きな地震はなく、そのため、近い将来、大地震の可能性があ

るというのが、駿河湾トラフであり、相模湾トラフが注目されている背景である。大都市直下型と

もなれば、日本の政治・経済に大打撃を与えるというのが世論だが、約半世紀経っても予測された

地震がなく、当時、二十歳代であった世代も、もはや、定年退職の時期を迎え、もう世間の噂など

あまり気にしなくなった年頃。大地震のことなどすっかり忘れてしまったようだ。その忘れた地震

図-7 四国、紀伊半島沖の南海トラフの向きと 

    地震の震源地 

 

図-8 四国、紀伊半島地区での地震 

   震源地の位置、深度の断面図 

 



 

 

の震源地のあるのがこの地域だ。この領域で起きた地震に

ついても表-1 にしめされているが、この地域での地震が

必ずしも頻度が高いというわけでもない。図-9 にそれら

の地震の震源地の位置を示した。また、この図から海溝の

様子が伺えるが、南海トラフは、ここで、駿河湾に鋭く食

い込み、更に東に向かうと、今度は、別の海溝が北西から

南東の向かって出来ている。これが相模湾トラフといわれ

るもので、図-6 で示されているようにここではフィリピ

ンプレートが北米プレートの下にもぐり込んでいるといわ

れている。したがって、トラフからの距離を求めるのは、

極めて複雑であり、どちらのプレートに、もぐり込むとき

に歪が蓄積するのかを判断するのは非常に難しい。ここで

は、ここで発生した過去の巨大地震である関東大震災のこ

と、ならびに、将来最も被害が大きくなるだろうといわれ

ている東京直下の地震のことを考え、取り敢えずプレート

の沈み込みに対する歪を北米プレートに着目し、図-10 の

のようなトラフの基準線を仮定し、このラインまでの距離

を震源地のトラフからの距離とした。図-5 や図-8 からも

わかるように、ユーラシアブレートの

下にフィリピンブレートがもぐり込む

場合には、トラフの直近では地震は起

きていないということも、このように

考えたひとつの要素である。 

 このようにして求めた距離と震源地

の深さを断面図で表したものが図-11 で

ある。この図のマイナス側は静岡県、

ならびに伊豆半島側であり、ブラスの

側は東京湾方面を表している。そして、

図-5 や図-8 では、ユーラシア大陸の下

にフィリピンプレートがもぐり込んで

も、そのトラフ近辺では、地震の発生

は殆どなかったが、ここでは、このぶ

つかりあっている地点界隈で地震が多

数発生している。したがってこの領域

は、フィリピンプレートがユーラシア

プレートの下にもぐり込んでいると言

うよりも、北米プレートの下にもぐり

込んでいると考えるのが妥当かと思わ

れる。5),6) 

 よく知られているように、この領域

は、北米プレートとユーラシアプレー

トがぶつかりあって形成しているフォ

ッサマグマの大断層の地域である（図-

12 参照）。ここに大断層があることは確

認されているが、プレートがぶつかり

合い、どのような構造となっているか

はよく知られていない。ともあれ、以上のようなことから、大都心直下型地震の予知をするので

図-9 地震の発生と 

  駿河湾、相模湾沖の海溝の状況 

  

図-10 駿河湾トラフの向きと震源地までの距離 

 

図-11 相模湾トラフ近辺の震源地の断面図 

 



 

 

あれば、北米ブレートの下にもぐりこんでいるフィ

リピンプレートの働きによる歪の蓄積状態を考察す

べきと考える。 

 

 

5. 南海トラフの地震の予知 

 これまでのプレート同士のぶつかり合いにおいて

は、そのぶつかり合った地点、その近くでは、なか

なか大きな地震が発生していない。これは、短期間

の現象をとらえてのことかも知れないが、大地震の

場合に震源地に蓄積される歪の量については、更に

詳しい検討が必要ではないかと思われる。 

 ここで、南海トラフに起因する地震の可能性につ

いて、極めて興味ある理論が展開されているので、

これを紹介したい。これは、三陸沖の地震について

も同様の見方をした報告がされており、先の三陸沖

地震の予告に関する理論として既に紹介したもの 7) であるが、プレート地震の予知に関しては、極

めて示唆に富んでいるものと思う。東京大学・地震研究所の瀬野徹三名誉教授が公開講義の中での

ぺられたもの 8) だが、その中で、このように説明されている。 

 

この図や相模―南海トラフ付近を拡大した図から、フィリピン海プレートの上磐側プレートに対す

る運動は年間 3～5 ㎝であることが見てとれます。この速度は、この地域で起きる巨大地震にとっ

て大きな意味を持っています。まず関東地震を取り上げましょう。大正 12 年（1923 年）関東地震

の(M7.9)で代表される関東地震は、相模トラフの北端部のプレート境界が長さ 90km、幅 60km に

わたって破壊したものです。 

この時の断層運動によるすべり量（=上磐側と下磐側の食い違い量）は、約 6ｍであったことが、

地震による地殻変動の調査結果からわかっています。普段のプレートの沈み込みによって蓄えられ

た相対運動が、地震時に一気に食い違いとして解放されたわけです。どれだけの年数が 6ｍの食い

違いを蓄えるのに必要かと言いますと、6ｍ/（3㎝）= 200年です。これの持つ意味は大きいもので

す。すなわち大正関東地震程度の地震が再びやって来るのに（そのすべり量を蓄積するのに）ほぼ

200 年くらいかかることを意味しています。実際、大正関東地震の 1 つ前の関東地震である元禄関

東地震は、大正地震の 220 年前である 1703 年におきています。これよりさらに古い関東地震につ

いてはあまりはっきりした記録が残っていませんが、繰り返し周期が 220 年より小さくなることは

ありそうにありません。現在、大正の関東地震から約 70 年経ったところ（この講義の時）ですか

ら、次の関東地震まで百数十年くらいは間があることになります。 

同じように西南日本をみてみましょう。西側日本外帯では、南海トラフに沿うフィリピン海プレ

ートの沈みこみによる巨大地震が、最近数百年間は 90～150 年間隔で起きて来ました。（図-14・・

省略）。これらの地震の際のすべり量が、やはり地震による地殻変動から推定されていて、それは 4

～6 ㎝です。それをプレートの相対速度で割りますと 80～150 年となり、歴史地震の繰り返しの間

隔と大変よくあっていることが分かります。・・・（以下、略）  

 

 

 今回のデータの再整理と言う検討では、こうした地震予知に言及することはできないが、プレー

トの動きに注目して議論する機会をもっと増やすべきではないか、観測する項目、そして、議論す

る対象をさらに明確にすべきではないかと、改めて感じた次第である。 

 

 

 

図-12 フォッサマグマ 
      ( ウィキペディア ) 
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